
デジタル温湿度計
（無線通信機能付）

SK-110TRH-B

取扱説明書

はじめに
このたびはデジタル温湿度計（無線通信機能付）「SK-110 
TRH-B」をお買い上げいただきありがとうございました。
◎ この製品は、温度および湿度をはかるものです。それ以
外のご使用はしないでください。
◎ ご使前には必ず取扱説明書（本書）をお読みになり、大
切に保管してください。

（→P.　）は関連事項の参照ページを表します。

　警　告
本器は防爆仕様構造ではありませんので、引火性ガス
を含んだ雰囲気では絶対に使用しないでください。

爆発注意
爆発するおそれがあり大変危険
です

ご不明な点がありましたらお買い上げ店または弊社に
ご相談ください。



・ 環境保全のため使用済みの電池はそれぞれの自治体
の条例に基づいて処理するようお願いします。
・ 本器のお手入れにはシンナー、その他溶剤などを使
用しないでください。本器が変形、変質したり故障
したりするおそれがあります。汚れた場合は、中性
洗剤を溶かしたぬるま湯を含ませたタオルなどをよ
くしぼってから拭いてください。
・ ネックストラップをご使用する際は十分ご注意くだ
さい。誤って首に巻き付き、窒息を起こすなど、思
わぬ事故の原因となります。

 修理および校正はお買い上げ店または弊社にお申し付
けください。

■免責事項
株式会社佐藤計量器製作所は本製品に関して動作確認をお
こなっておりますが、すべての状況下において動作を保証
しているわけではありません。
本製品により生じた損害は、直接的および間接的損害を問
わず、弊社に一切の賠償責任はないものとします。
操作上のミス、注意を無視した操作、ご使用になられてい
るパソコンに起因する不具合、お客様の使用環境により無
線通信の不通等が発生し、それにより生じたデータ欠損お
よび消失に対しても、弊社は責任を負いかねますのでご了
承ください。
※ こちらで提供いたしております各種ソフトウェアに関し
ても、日本国内で販売されている各製品と日本語版OS
の組み合わせのみ、動作確認をおこなっております。海
外機種、海外版OSとの組み合わせにて発生したトラブ
ルに関しましては、一切保証およびサポートいたしかね
ますのでご了承ください。

■著作権
ソフトウェアのプログラムおよび関連ドキュメントに関す
る著作権は株式会社佐藤計量器製作所に帰属します。
逆コンパイル、ファイル解析、改変等を禁じます。
本プログラムの使用による損害について弊社は一切の責任
を負いません。
再配布したプログラムの使用による損害に対しても弊社は
一切の責任を負いません。
「Microsoft」，「Windows」は、米国Microsoft社の商標ま 
たは登録商標です。
Bluetoothワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG,Inc 
が所有する商標です。
その他、本文中に使われている会社名・商品名は、各社の
商標または登録商標です。

　注　意
本器を正しくご使用いただくために、以下のことをお
守りください。
・ 本器は精密にできていますので落下させたり、振動
や衝撃を与えないでください。
・ 分解、改造しますと故障の原因となりますので、絶
対にしないでください。
・ 直射日光の当たる場所や熱器具の近くでのご使用は
やめてください。ケースの変形や故障の原因となり
ます。
・ 電気的ノイズが発生する環境（IH調理器付近など）
でご使用になりますと、表示が不安定になったり、
誤差が大きくなる場合があります。
・ 標準空気組成（一般大気）以外でのご使用は絶対に
しないでください。粉じんの多い場所、アルコール、
塩分、有機溶剤、揮発性有機化合物（VOC）、接着
剤などに含まれる揮発性物質、オイルミスト、腐食
性ガスなどを含む雰囲気ではセンサの劣化が早まり
ます。
・ 本器は防水構造ではありませんので、絶対に濡らさ
ないでください。
・ 結露や雨、水滴、水蒸気がかかる場所でのご使用は
しないでください。
・ 機器を設置する際は落下等がないように、十分に注
意しておこなってください。
・ 測定範囲外でのご使用は故障や破損の原因となりま
すので、測定範囲内でご使用ください。
・ 自動車内などに放置すると、真夏の炎天下では極度
の高温になり、本器が故障するおそれがあります。
このような場所には放置しないでください。
・ 長期間使用しない場合は電池を取り外してくださ
い。電池を入れたままにしておきますと電池から液
漏れする場合があり、故障の原因となります。
　 また、電池を直接ハンダ付け、ショート、分解、加
熱などしないでください。発熱、液漏れ、破裂する
場合があります。電池から漏れた液体に素手で触れ
ないでください。液体が皮膚や衣服に付着した場合
はきれいな水で洗い流し、目に入ったときは水で
洗った後、すぐに医師に相談してください。
・ 不要になった電池は火中に投入しないでください。
電池の液漏れ、発熱、破裂などによりけがや、やけ
どをするおそれがあります。
・ 電池は乳幼児の手の届かないところに保管してくだ
さい。万一飲み込んだ場合はすぐに医師に相談して
ください。



特　　長
●無線通信で離れた場所から測定値の確認ができます。
　測定値を無線で送信し、専用ソフトウェアに表示します。

●表示
　 乾球温度、相対湿度、湿球温度、露点温度の表示が可能
です。

●複数台同時接続
　 パソコン 1台で複数台の機器から、測定値の受信が可能
です。
　※ ご使用状況と電波状況を確認し、接続台数を調整くだ
さい。

●手動記録機能
　 測定値を記録し、本体表示部での記録データの表示や、
専用ソフトウェアで記録データの確認および、CSVファ
イルへの変換が可能です。

●シリアルナンバー、校正年月表示機能
　 本体のシリアルナンバーおよび、機器校正をおこなった
年月を表示します。
　 前回の校正年月の確認が容易におこなえ、次回校正時期
の目安にご利用できます。
　※弊社への校正依頼が対象となります。

●センサ互換性
　本器と各種オプションセンサは完全互換です。

付属品の確認
ご使用前に付属品が不足していないか、本器が輸送中に破
損していないかご確認ください。万一付属品が不足してい
たり、本器や付属品が破損している場合は、お買い上げ店
または弊社にご連絡ください。

　□　指示計本体 1台
　□　単4形アルカリ電池 2本
　□　取扱説明書 1部
　□　ネックストラップ 1本

　注　意
本器は無線機器です。正しくご使用いただくために、
以下のことをお守りください。
・ 本器は電波法に基づく技術基準適合証明（工事設計
認証）を受けた無線機を内蔵しています。
　本器を分解、改造することは法律で禁じられています。
・ 本器は日本国外の電波法には準じておりません。日
本国内でのみご使用ください。
・ 医療用機器（ペースメーカーなど）などの人命に関
わる場所や、本器が発射する電波の影響があるとこ
ろでは使用しないでください。
・ ノイズの強い場所、強い磁力が発生する場所、静電
気が発生する場所、強い高周波を発生する機器や
サージを発生する機器からできるだけ離してくださ
い。通信不良や誤動作、機器が故障するおそれがあ
ります。
　 ノイズの発生しやすいものとしては以下のものがあ
ります。
　 産業機器、電子機器、蛍光灯、パソコン、電源ケー
ブル、電話線、LANケーブル、無線通信機器。
・ 電波の通信状況は環境によって変動します。周辺環
境の変化により通信が失敗することがあります。
　 周辺環境は常に変化しています。電波状況を確認し
たときに電波状態が良好でも通信を保証するもので
はなく、周囲環境の変化により通信が失敗すること
がありますのでご了承ください。

概　　要
本器はハンディタイプの温湿度計です。
測定値を無線で送信することも可能です。離れた場所から
パソコンで受信し、測定値を確認することができます。ま
た、測定値を本体にメモリし、のちに専用ソフトウェアで
データを回収して、表計算ソフトへデータ変換することが
できます。
専用ソフトウェアは、弊社インターネットホームページか
らダウンロード（無償）いただけます。



各部の名称
正面

➀表示部
➁キー操作部
➂センサ接続コネクタ

背面

➃壁かけフック
➄電池フタ
➅ストラップ取付部

➁

➀

➂

➄

➅

➃
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ご使用方法
●電池のセット
本器を初めて使用するときやローバッテリーマークが点
灯した場合は、以下の手順で電池をセットまたは交換し
てください。
➀ 本体裏面の電池フタ固定ネジをマイナスドライバーま
たはコインなどで、矢印の方向（下図）に回し、ネジ
を緩めて電池フタを外します。

※ 電池収納部の溝にパッキンが設置されていますので電
池フタ開閉時の紛失にご注意ください。
※ 電池交換の場合は古い電池を取り出してください。
※ 電池交換時でも、機器は電池除去から約2分間はバッ
クアップ状態となり、内部時計を保持しますが、静電
気や環境条件によりリセットされる場合があります。
　 電池交換後に機器の電源を入れ、時間設定を確認して
ください。時計設定は専用ソフトウェアでおこなって
ください。
※ 固定ネジは電池フタから外れない構造になっていま
す。無理に引っ張ると破損します。
➁ 電池の極性（＋、－）に注意し、電池収納部の表示に
従って電池を入れてください。
➂ パッキンが溝にはまっていることを確認し、電池フタ
を開けたときと逆の手順で電池フタを閉めて固定して
ください。

　注　意
・ 電池フタを取り外す際は、水滴などが内部に入り込
まないよう注意してください。
・ パッキンがきちんと溝にはまった状態で電池フタを
しっかりと取り付け、固定ネジをしっかりと締め付
けてください。取り付け、締め付けが不十分ですと
水やほこりが入るなどして故障、また、水により電
池がショートし、液漏れ、発熱、破裂させるおそれ
があり大変危険です。
・ 電池はすべて新品で同じメーカー同じ種類の電池を
ご使用ください。種類が違ったり、古い電池と混ぜ
ると破裂や液漏れのおそれがあります。
・ 長期間使用しない場合は電池を取り外してくださ
い。電池を入れたままにしておきますと電池から液
漏れする場合があり、故障の原因となります。

表示部　　　

➀測定値表示部
➁  ： ローバッテリーマーク。電池残量が少な

くなると点灯します。
  注意： ローバッテリーマーク点灯時、

無線自動出力機能、手動記録機
能および、専用ソフトウェアで
の各設定はできません。

➂  ： 通信マーク。無線通信設定がONまたは、
無線送受信モード時、点灯します。

➃  ：オートパワーオフ設定時点灯します。
➄MAX/MIN ：最高値／最低値表示中点灯します。
➅DP/TW ： 露点温度（DP）／湿球温度（TW）表示 

時点灯します。
➆  ： 本体に記録されているデータ数を表示し

ます。
➇時計表示部 ： 本器に設定されている時刻を表示します。 

手動記録表示のときはデータを記録した
時刻を表示します。

キー操作部　

➀POWERキー ：電源ON/OFFキーです。
➁MODEキー ： 設定モードにおける設定項目の確定およ

び次のモードへの移行キーです。
➂ INFOキー ：機器の各設定情報を表示します。
➃OUTキー ： 無線送信ON/OFFキーです。 

 設定された送信間隔で測定値を無線出力
させるときに使用します。

➄MEMキー ： 現在表示している測定値を記録するとき
に使用します。

➀

➂➃

➄

➅

➆ ➇

➁

2 3



　注　意
・ センサコネクタを無理に引っ張ったり回したりしな
いでください。
・ センサを着脱するときは、濡れた手や水のかかる場
所ではおこなわないでください。

●測定方法
➀センサを接続し、電源を入れてください。
　表示部が全点灯表示後、測定値を表示します。

　※ センサを接続せずに電源を入れると「Er2」が表示
されます。

➁ 測定雰囲気に十分なじませてから測定をおこなってく
ださい。
➂使用後は電源を切ってください。

　注　意
・ 本器の使用環境範囲外でのご使用は故障の原因とな
ります。使用環境範囲内でご使用ください。
・ 高温測定後すぐに低温測定（またはその逆）をする
とセンサの劣化が早まります。しばらく常温に放置
したあとに測定してください。
・ 本器の周囲温度が急激に変化した場合、測定精度に
影響するおそれがあります。周囲の温度環境に十分
なじませた後に測定をおこなってください。
・ センサは消耗品であり、経年劣化を起こします。使
用方法によっては早く劣化してしまう可能性があり
ます。定期的な修理・校正また、センサの交換をお
こなってください。
修理および校正はお買い上げ店または弊社にお申し付
けください。

●壁にかけて使用するとき
壁や柱にネジなどを取り付け、本器背面の壁かけフック
を利用し、本器を引っかけてください。
注意： 本器を左右に軽く揺らし、落下しないことを十分

確認してください。
　　　 壁にかけた状態で本器をむやみに引っ張ると、壁

かけフックが外れるおそれがあります。

　 また、電池を直接ハンダ付け、ショート、分解、加
熱などしないでください。発熱、液漏れ、破裂する
場合があります。電池から漏れた液体に素手で触れ
ないでください。液体が皮膚や衣服に付着した場合
はきれいな水で洗い流し、目に入ったときは水で
洗った後、すぐに医師に相談してください。
・ 不要になった電池は火中に投入しないでください。
電池の液漏れ、発熱、破裂などによりけがや、やけ
どをするおそれがあります。
・ 電池は乳幼児の手の届かないところに保管してくだ
さい。万一飲み込んだ場合はすぐに医師に相談して
ください。
・ 環境保全のため使用済みの電池はそれぞれの自治体
の条例に基づいて処理するようお願いします。

●ネックストラップの取り付け方
付属のネックストラップを下図の手順で取り付けてくだ
さい。
※ ネックストラップが取り付けにくいときは、電池フタ
を外した状態で取り付けてください。

➀ ネックストラップ先端の輪になった細ひもをストラッ
プ取付部の穴に通します。
➁ 細ひもの輪の中にネックストラップ本体を通して固定
してください。

●センサの接続
➀ 本器の電源がOFFの状態で、センサ側の指示計接続
コネクタの➡を本体正面に合わせて、差し込んでくだ
さい。
➁ 指示計接続コネクタのナットで、しっかりと固定して
ください。（図参照）指示計接続コネクタ本体部（黒
色樹脂部）は回さないでください。センサが破損します。
➂ センサを取り外すときは、ナットを緩めて、指示計接
続コネクタをまっすぐ引き抜いてください。
　※ センサの保護のため、取り付けや、取り外しをする
ときは電源OFFの状態でおこなってください。
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＜表示＞
設定モードでは以下の順に切り替わります。

➀最高値（MAX）／最低値（MIN）表示
電源を入れてからの最高値を表示します。
MEM（▽）キーを押すと最低値を表示します。
最高値／最低値表示中に、MEM（▽）キーを長押しす
ると、最高値／最低値をリセットします。
※ 次の➁にて表示を切り替えたり、または電源を一度

OFFにすることでも、最高値、最低値をリセットし、
表示変更後または本器の再起動からの最高値、最低値
を表示させることができます。

➁湿球温度（TW）／露点温度（DP）表示
測定モードのときにMODEキーを2回押すとこのモー
ドに移行します。
MEM（▽）キーを押すたびに、下段表示部が湿球温度
→露点温度→相対湿度の順に切り替わります。MODE
キーを押すと変更した表示設定を確定し、次の表示設定
に移行します。
※ 上段は乾球温度の固定表示です。上段は表示の切り替
えはできません。

最高値
表示

最低値
表示

湿度表示

表示
手動記録

露点表示湿球表示

手動記録

無線設定

データ消去

MODEキー

MODEキー

MEMキー

MEMキー

MODEキー

INFOキー

MODEキー

最高値
表示

最低値
表示

湿度表示

表示
手動記録

露点表示湿球表示

無線設定

手動記録
データ消去

MODEキー

MODEキー

MEMキー

MEMキー

MODEキー

INFOキー

MODEキー

MODEキー

測定モード

機　　能
動作
本器はキー操作により以下の動作をおこないます。
※ 時計設定、無線通信間隔の設定、手動記録のデータ回
収は専用ソフトウェアでおこないます。

●測定モード
測定をおこないます。
測定中は、本器に記録されているデータ数を常に表示し
ます。
※ 湿球温度、露点温度表示への切り替えは、（P.7　➁湿
球温度/露点温度表示）を参照ください。

●設定モード
測定モードのときに、MODEキーを押すと設定モード
へ移行します。
このモードではMODEキーを操作し、各設定や記録デー
タの呼び出しなどをおこないます。
設定の確定とモードの移行はMODEキーでおこないます。
※ このモードのときに INFOキーを押すと、測定モード
へ戻ることができます。
※ 設定モード内でキー操作が 1分間なかったとき、自動
的に測定モードに戻ります。

測定モード 電源 OFF
無線送受信
モード

設定モード

設定情報表示
モード

無線自動
出力

手動記録

outキー
MEMキー

MODE+POWERキー
MODEキー

INFOキー

POWERキー

POWERキー
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●設定情報表示モード
測定モードのときに、INFOキーを押すと設定情報表示
モードへ移行します。
このモードでは INFOキーを操作し、各設定情報を確認
することができます。
※ 本モードで、キー操作が1 分間なかったとき、自動的
に測定モードに戻ります。

＜表示＞
設定情報表示モードでは以下の順に切り替わります。
INFOキーを押すたびに、機器の情報が切り替わります。

※ 校正年月は、弊社での校正を実施された後、校正年月
が表示されます。
※ 送信間隔、時計に関しては、専用のソフトウェアから
の設定が必要です。

●手動記録
測定モードのときに、MEMキーを押すと測定値を本体
にメモリします。
無線機能がONの場合は、測定値および機器情報を無線
出力します。
※ 記録は最大200データとなります。200データ取得
後は、データ数表示部にFullが点灯し、データ消去す
るまで記録や、無線出力はできません。記録したデー
タは設定モードで確認することができます。（P.8　➂
手動記録表示）
　 記録を再開したい場合、必要なデータをダウンロード
し、記録データを消去してください。（P.8　➄手動記
録データ消去）

●無線自動出力
測定モードのときに、OUTキーを2秒以上長押しすると、
機器情報で確認した自動送信間隔に基づき、現在表示さ
れている測定値および各情報を自動で無線出力します。
もう一度OUTキーを2秒以上長押しすると、送信を停
止して測定モードに戻ります。
無線自動出力中は、表示部左下にOUTが表示されます。

シリアル No.

INFOキー INFOキー INFOキー
測定
モードへ

自動送信間隔本体設定時刻校正年月

➂手動記録表示
測定モードのときに、MODEキーを3回押すと、これ
までに記録した測定値の確認がおこなえます。このとき、
No.が点滅表示します。
OUT（△）キーや、MEM（▽）キーで記録データを
No.1から順に確認することができます。OUT（△）キー
や、MEM（▽）キーを長押しすると、表示の切り替え
が早くなります。

➃無線出力設定
手動記録モード時の無線出力設定をおこないます。設定
をONにすると、手動記録のときに機器への記録と同時
にメモリがFullになるまで、測定値および各情報を無線
出力します。
測定モードのときにMODEキーを4回押すとこのモー
ドに移行します。MEM（▽）またはOUT（△）キーで
設定し、MODEキーで設定を確定させます。

➄手動記録データ消去
測定モードのときに、MODEキーを5回押すと、この
モードに移行します。手動記録データを消去する場合は
MEM（▽）キーで表示をYESに設定し、OUT（△）キー
を押すと手動記録された全データが消去されます。
注意： 消去する前に必ず、必要なデータはダウンロード

してください。
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※ パソコンにBluetooth機能が無い場合、市販のアダプ
タを接続し通信させることが可能です。
　 お使いのパソコンの仕様を確認の上、アダプタの選定
をおこなってください。

●工場出荷時の設定
工場出荷時の設定は以下の通りです。
ご使用方法にあわせて専用ソフトウェアにて各設定をお
こなってください。

項　目 設　定
校正年月（※1） －－－－
時刻 22.01.01　00:00:00
自動送信間隔 1秒
手動記録No 000
表示 乾球温度／相対湿度
無線出力設定 OFF
オートパワーオフ機能 OFF（無効）
※1： 弊社での校正を実施された後、校正年月が表示され

ます。

エラーメッセージ
エラー エラー内容 対処方法

測定値がHiまたは
Loを超えている。

測定範囲内で使用してください。

測定値が表示範囲
の上限を超えてい
ます。
測定値が表示範囲
の下限を超えてい
ます。
内部処理異常です。 ・ 電池を抜いてしばらく放置し

たあと電池をセットし電源をい
れてください。
・新しい電池に交換してください。

センサ信号の異常
です。

一度電源を切り、センサをしっか
りと接続し、再度電源を入れてく
ださい。

センサが接続され
ていない。または
センサ故障。

本体にセンサが接続されていな
い状態で電源をONにすると表示
されます。
センサを接続してください。セン
サを接続している状態でEr2表示
となった場合、センサの故障が考
えられます。お買い上げ店または
弊社へお問い合わせください。

●オートパワーオフ機能
オートパワーオフ機能を設定時は、本器のキー操作が約
60分間ない場合、自動で電源がOFFになります。電源
の切り忘れによる無駄な電池の消耗を防ぎます。
電源OFFの状態でMEMキーを押しながらPOWERキー 
を押し続けてください。
オートパワーオフ設定状態で起動し、表示部に が点灯
します。

オートパワーオフ機能を無効にする場合は、電源OFF
時に、再度MEMキーを押しながらPOWERキーを押し
続けてください。
注意： オートパワーオフ機能を有効にしていても、無線

自動出力中や無線送受信モード中はオートパワー
オフ機能は無効となります。測定モードに戻った
時点で機能が有効になります。

●無線送受信モード
専用ソフトウェアと無線通信をおこない、各設定や手
動記録データのダウンロードをおこなうためのモード
です。電源OFFの状態で、MODEキーを押しながら
POWERキーを押すと、本モードへ移行します。接続す
るパソコンとの接続が成功すると「－－－－」表示が点
灯表示に変わります。

本モードへ移行し、1分間の間に接続ができなかった場
合、表示部に「noCt｣が表示され、通信をストップします。
無線通信を再度おこなう場合、INFOキーを長押しする
と、再度送受信モードへ移行します。
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Y.03

インターネットホームページ
弊社製品の最新情報は、インターネットホームページでご
覧いただけます。
オプションセンサなどの情報も、こちらからご覧いただけ
ます。
https://www.sksato.co.jp

保証規定
1）  取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で故障した
場合、お買い上げ後1年間、無償で修理または交換させ
ていただきます。その他の責はご容赦願います。

2）  修理の必要が生じた場合は製品に本証を添えて、お買
い上げ店または弊社にご持参またはご送付ください。

3）  保証期間内でも次の場合は有償修理となります。
 イ．誤用・乱用および取扱不注意による故障
 ロ．火災・地震・水害等の災害による故障
 ハ． 不当な修理や改造および異常電圧に起因する故障
 ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
 ホ．消耗品および付属品の交換
 ヘ． 本証の提示がない場合および必要事項（お買い上

げ日、販売店名等）の記入がない場合
4）  本証は日本国内でのみ有効です。また、本証は再発行
いたしません。

 大切に保管してください。

機器の保存容量がフ
ルのときに、MEM
キーを押下した。

新たに記録したい場合、機器の
記録データを削除してください。 
消去する前に必要なデータは保
存してください。

無線通信不良 機器の故障が考えられます。使用
を中止し、お買い上げ店または弊
社へお問い合わせください。

※Hi/Loを除くエラーコード表示時、記録はおこなえません。

仕　　様
製品名 デジタル温湿度計（無線通信機能付）
型　式 SK-110TRH-B
製品番号 8140-00
表示範囲 ※ 表示および、測定範囲は接続するセン

サにより異なります。
　 使用されるセンサの取扱説明書を参照
ください。

表示精度 温度：±0.2℃（0～40℃）
　　　±0.3℃（上記以外）
湿度：±0.2％rh（0～40℃）
　　　±0.3％rh（上記以外）
※ 総合精度（表示精度＋センサ精度）は接
続するセンサにより異なります。詳細は
センサの取扱説明書をご参照ください。

分解能 乾球温度・湿球温度・露点温度：0.1℃
相対湿度：0.1％rh

表示サンプリング 約1秒
表示機能 オートパワーオフ、通信マーク、手動

記録No、時計、ローバッテリーマーク、
各設定における設定値表示

使用環境条件 －10～60℃　80%rh以下（結露無きこと）
保管環境条件 ＋10～60℃　（結露無きこと）
電源 単4形アルカリ電池　2本
電池寿命 約1000時間（無線OFF時）

※ 無線ON、自動送信間隔 10秒のとき
は約900時間

材質 PC
寸法 約（W）65×（H）168×（D）35mm

※突起部含まず
質量 約159g（電池含む）
無線規格 Bluetooth4.2

技適番号： 201-190835
通信距離 見通し約30m

※使用環境により通信距離は変わります
付属品 取扱説明書（本書） 1部

単4形アルカリ電池 2本（お試し用）
ネックストラップ 1本

※ 湿球温度、露点温度は、乾球温度と相対湿度からの演算
値です。
※ 付属の電池はお試し用のため、電池寿命が規定より短い
場合があります。
※ 仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあ
ります。
※ センサの仕様に関しては、ご使用されるセンサに付属さ
れている取扱説明書をご参照ください。

品 質 保 証 書

製品名　デジタル温湿度計（無線通信機能付）
型　式　SK-110TRH-B

※お客様名

※ご住所

 ※TEL

お買い上げ店名 ㊞　

ご住所

 　TEL

 お買い上げ年月日  年　　月　　日　

●以下につきましては、必ず販売店にて記入捺印をお願いいたします。

お願い　　本保証書はアフターサービスの際必要となります。
お手数でも※印箇所にご記入の上、本器の最終ご
使用者のお手元に保管してください。

※当製品の保証書にご記入されたお客様の個人情報は、製品の
修理・交換の製品発送などに使用し、それ以外に使用したり、
第三者に提供することは一切ございません。
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